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研究成果の概要（和文）：本研究では、「公共用語の地域差に関する社会言語学的総合研究」という新テーマに
関して、徹底的にデータを集め、分析した。従来見落とされていた斬新なテーマとして、公共場面での意識的使
用、談話としての方言差および気づかない方言や方言景観を取り上げた。地方議会会議録のデータベースを活用
し、新しい研究技法を採用した。さらにインターネット上から情報を得て、世界の諸言語・方言の国際的相互普
及も探求した。方言景観のデータを収集して分析した。以上のデータを分析し統合することにより、日本語およ
び世界諸言語の地理的変異と文体的変異の関連を把握しえた。

研究成果の概要（英文）：In this research, data was thoroughly collected and analyzed for the new 
theme "sociolinguistic general research on the regional differences of public terms." As a novel 
theme which have been overlooked in conventional dialectology, intentional dialect use in public 
scenes, dialectal differences in discourse, unnoticed dialect differences and dialect landscape were
 taken up. The database of the records of local assemblies was utilized and a new research technique
 was adopted. Furthermore, information was acquired from the Internet. The search was performed for 
international mutual spread of the many languages and dialects in the world. Data of the dialect 
landscape have been collected and analyzed. By analyzing and unifying the above data, the relations 
between the geographic varieties of Japanese and world languages and style variation have been 
grasped.

研究分野：社会言語学
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１．研究開始当初の背景 
日本語方言学の主な関心は、古来の日常

の方言使用だった。21世紀に入り、高年層

も方言を保持することが少なくなり、従来

型の方言調査では、地域差がカバーできな

い。本研究では、新鮮なテーマとして、気

づかない方言や、談話としての方言差、お

よび公共場面での方言使用を取り上げた。

また新しい研究技法を採用した。公共的場

面として地方議会会議録のデータベースを

活用し、さらにインターネット上から情報

を得た。以上のデータを分析することによ

り、言語変化の発生と伝播の過程が分かっ

た。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「公共用語の地域差に関する

社会言語学的総合研究」という新テーマに

関して、徹底的にデータを集め、分析した。

従来見落とされていた斬新なテーマとして、

公共場面での意識的使用、談話としての方

言差および気づかない方言や方言景観を取

り上げた。地方議会会議録のデータベース

を活用し、新しい研究技法を採用した。さ

らにインターネット上から情報を得て、世

界の諸言語・方言の国際的相互普及も探求

した。方言景観のデータを収集して分析し

た。以上のデータを分析し統合することに

より、日本語および世界諸言語の地理的変

異と文体的変異の関連を把握しえた。 
 
３．研究の方法 
以下研究分野ごとに分けて述べる。 

１．地方議会会議録が公開されつつある

ので、研究分担者木村泰知が構築中のデー

タベースを拡大し、一般人にも利用しやす

くした。このデータベースを活用して、多

様な言語現象の地域差を分析した。ことに

高丸の Ngram による文字列検索により、

地方差が明瞭に取り出された。木村、高丸

が担当した。 

２．人々が意識していない「気づかない

方言」を研究対象にし、文献およびインタ

ーネット調査により、地域差を確認した。

これまでの研究成果を踏まえた上で、アン

ケートやインターネット調査を通じて新し

い項目を選んだ。方言差を知るためのデー

タも、今はインターネット上から得られる。

ことに Google 検索で、政府や自治体のよ

うな堅苦しいサイト site:lg.jpと、ブログ利

用者のように若者の俗語のとびかうサイト

site:2ch.net を比較して、公共用語の文体

差・場面差を確認できた。 

３．方言の公共場面における意識的使

用・方言景観については、方言景観におけ

る公共場面での意識的使用も目立つ。現場

で大量データを集積し、新たな方言差を分

析した。 

４．副産物として、半世紀前に記録され

た奄美沖永良部方言の手書きの語彙集をワ

ープロソフトに入力して、インターネット

で公開した。 

 http://innowayf.net/  

 
 
４．研究成果 

以下研究分野ごとに分けて述べる。 

１．すでに指摘されていた公的表現の地

方差として、沖縄の「去った○日」、岩手の

「特にも」、大阪市と堺市の「なくなす」以

外に、「シャベルとスコップ」「カッターと

ワイシャツ」などの東西差が確認できた。

「よろしかったでしょうか」というあいさ

つなどは議会の発言でも地域差は見える。 

文法的な表現の近代に生まれた地域差と

して、「～てある」「～ておく」「～ている」

「～かける」などの使い分けも分かる。敬

語の実際の使用についても「西高東低」の

傾向が出る。つまりポライトネスの観点か

ら、議会の言語行動を分析できる。さらに

談話のパターンの地域差を実証できた。井

上および高丸が担当した。 

２．教育用語や食品名などで各地の言い



方の地域差が効率よく調査できた。 

視野を世界に広げ、日本国内の外国語使

用の地域差、方言の中の外来語、日本国外

における日本語方言の使用なども調査した。

後者は外行語として確立した日本語方言と

言える。外行語全体としては、データベー

スを作って、分析し、東アジア諸国および

欧米で多く使われることを確認できた。言

語外要因としては地理的近接効果および経

済的交流の大きさが働くことが分かり、い

くつかの論文として発表した。井上および

岸江が主に担当した。 

３．東日本大震災の被災地の方言使用に

着目し、「方言エール」というジャンルのデ

ータが整理された。以前からあった方言み

やげ以外に、方言ネーミングが施設、商店、

街路、行事、商品などに見られた。Google 

street viewで、現地に行かなくても、方言

看板などを集成できた。井上、田中、Long

および山下が主に担当した。エッセンスが

『魅せる方言』と題する単行本としても公

刊され、専門誌でも紹介された。 

景観方言学の成果は国際的方言学インタ

ーネットジャーナルに載せることができた。 

この派生としての方言景観の前史として、

戦前方言絵はがきについては「桜井隆コレ

クション」をスキャンして画像を公開し、

かつ文字をワープロ入力して、コーパスと

してインターネットで公開した。 

４．幸いに基盤研究 Bとして継続研究が

許された。最終的には以上の研究テーマの

成果を統合する過程にある。現時点で観察

される一見多様な現象にも、統一的原理が

貫徹していることを明らかにし、外国語に

も適用可能な手法であることを海外に発信

する予定である。逐次最新の成果を以下で

公開する。 

 http://innowayf.net/  
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